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東日本大震災より親交のあるデルノーテ高校から
生徒さんたちが来校した！海洋システム科は、ロー
プワークやちくわパンの作り方を伝授した！！
繋げ！国境なき人の輪！！
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適応がもたらす

海洋システム科での“学び”は広田湾の海やそこで働く方々に支えられている。2年生が東海大学とJAMSTECの
協力のもと、1年間かけて広田湾で海洋環境観測を行い、その成果を発表した！この取組が、広田の海と水産業
に関わる人々への“恩返し”に繋がるはじめの一歩だ！！

発表してくださった

JAMSTEC

藤倉克則 様
東海大学

坂本泉 様
県水産振興センター

宮田小百合様

プロフェッショナル

東海大学の坂本先生、JAMSTEC
の藤倉さん、県水試の宮田さんに、
震災以降の広田湾の海洋環境の現
状やエゾイシカゲガイの研究開発
について報告して頂きました！
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